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港の 一步 外には、 敵の 潛水榜 が 待ち かまへ てを り、 海の 
彼方には、我が本土の心臟部を爆碎せんと、成所囵飛行 
: メ動 M して ゐる敵 國の熾 烈 なる 戰闘意 
11 が 本土は 擧げて 一大 要塞と 化して 
ないでぁりませぅ。この要塞の守 
.如！ 私：^ は、 乘る かそる かの 有史 未钤有 の 
が、 金剛 千 早の 砦を 守った 楠 公 及 
報國の 租 國愛 に 燃えて をらねば な 
んか。然るにこの要塞の中を仔細 
|£ 畤、 : ^ JJ てこの 祖 S 愛を 輿 切る やぅな 現象が 
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—^やづそも平氣でぁり、寧ろ巧妙に間を行ふことを 
以て、 あたかも 巧妙に カン 一一 ング 行爲を 行つ て發 見され 
なかつ たこと を 得意と し、 みつかる 奴が 馬鹿なん •たと、 
言は ぬ ばか h の nf を もらす 畢生に 似た 態度を 執る 人々 
がなぃでぁり 2 せぅか。 



山 崎 能 達 



ぼろい？！ I けが、 卽ちぼ ろい 利潤が 得られねば. 製造し 
て やらない ぞ 、軍需品 も 造つ て は やらない ぞとい ふ 態茳 
を 執る 人々 が 未だに ありは しないで せ o か。 

ft 統ニ千 六 百年の 傳統と 申せば 之を 冷笑し. 祖 
坤ー摁 の 大決戰 を 行って ゐるの に 勒岸 の 火事で， A 
る やうな 熊 度で 傍観し、 戰爭 遂行 2 途中 一ヶ所に 
さいっ ま づきで も あれば、 鬼の 首で も 取った やうな 顏 を 
して 之を 批判し、 恰かも 自分 s ia 國が 英國で あり、 米國 
であり、 ソ聯で ある やうた 口吻を 以て、 冷 かに 嘲笑した 
り、或は敵の物資の «- 甯なことを吹聽して却って自國を 
13 蔑した® する 敗戰 主義者* 卽ち第 六 部隊 的 ィンテリが 
ないで ありませ うか。 

或は また 「科 學に國 境な し」 の 檩語 を 揭げ て. 科學の 
ための科學、眞理のための眞理を追求することが、眞の 
與問で あるみ 稱 して、 たと へ祖阈 が 大決戰 を 遂行して ゐ 
ゃぅとも ;> を頰冠りして、知らぬ顏の半兵衢をきめ込ん 
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の舉徙 であると 超然と して ゐる インテリがないで ありま 
せぅ か。 

我が 盟邦 ドイツの ゲプ ベルス 宜傳 相は* 「インテリと 
は. 彼が S てゐる 知識の 置に 對 して、 社 會の H とし 
ての勇氣が逆比例するところの或る澦の所謂敎签ある人 
間の® である。 それは 大柢 S 合 以前 我が 國に行 はれて 
ゐた 全く 誤つ た、 且つ， f れル 學校敎 育. 學校 訓育の 所 
産で ある」 と 申して 1 <すが-、 彼の 言葉の 中で 社 會を 
国家と入換へると、移して以て或る植の現代日本のイン 
テリに對する定義となるではありませんか。 

明治以來舶來上等の思恝の波に便乘して來た、輸入さ 
れた 西歐諸 科 畢にひ そむ 思想 的 バチルスは、 ^ 航的に 我 
が國ィンテリ潛にその恐るべき闺粒破壊の威カを潦透さ 
せて 來たの であります。 

その謖論が國家を乘越ぇ、超阈家的であり*非國家的 
であ り、 従つ て祖阑 愛を 冷笑し •同 際 的で あり、 抽象的 
形式 .^ 念遊魁に巧妙なる技巧を示すものが俺秀なる舉理 
であると： 做される 傾‘ W が 生れ、 その 結果 誤れる 前提を 
仔細に 檢討せ f 、 前提を 鹈呑 にして 唯々 その 巧妙なる 論 
理の 力ら くわに 迷は されて |步々々亡國思想亿引づられ 
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つ V ある ことに 気付かず、 思想 的に 日本の 阈箝を 失 ひ、 
顔は 日本人で 魂は 英 、米 人 •卽ち 和 面 英魂、 和而米 4 、 
和面ゾ 魂の ィンテリが ぞく ^ 出る やぅに なつた ので あ 
ゎます。 

かくして 亡國 バチルスの 掹布 者ユグ ヤ人マ ルクスの 
「資本論」ゃ「經濟學批列」.また#傅的梅毒患者にして 
ィ済- f . i ?! c の 典型たり し フリー •メー ソンの ジャン •ジャ 
ック •ル ソーの 「民 約淪」 や 「エミー ル」 に隨 # の 淚を 
こぼさぬ 者は ィンテリに 非ず とさへ 思は しめる 時 ft を さ 
へ 生んだ のであります。 

^ —- 1 - r れど is の 一 自由 なれ」 と 叫んだ ル ソーの 自由 主 
義思想は「自由は國王をも輕茂^>に至る」なる «! に不 
遜なる言を叶かしめ、遂に大逆担幸德秋水ー派の不逞の 
徒葷を 生まし むる に 至つ たのであります。 

畏くも 明治 天 益に おかせられまして は、 明治 十九 年 十 
月ニ十九0.御銳ら大璆に行幸遊され.校内施設隈なく 
御 巡視 遊され 御 還 S 後、 時 の侍講元 田 永— f 召さ 
れて 、次の 如く 御下問 盗され たのであります。 

「主 本 トス ル 修身 ノ祺 科- 1 於 テ ハ 曾 テ 見 ル 所 無シ 和漢 ノ 
蓼 护 ハ 修身 ヲ專ラ トシ、 古典 漭涔科 アリ ト W クモ * 如 
何 ナル 所-一 設ヶ アル ヤ過 H 氍ル n トナシ 。 大學ハ 



日本敎 育 高等 ノ學抆 -I シナ、 高等 ノ 人材ヲ 成就 ス べキ 
所ナリ 、然ル _| 今ノ學 科 一一シ テ 政治 治 要ノ筠 ヲ 講習 シ 
得べ キ 人材 ヲ求 メント 欲 スル モ決シ テ 得べ カラ ズ 〇 假 
令， 理 化 、 E 科 等ノ 卒業- 1 テ 其 人物 ヲ成シ タリ トモ、 
人 ツテ扣 トナ ルべ キ者 11 非ズ 。常世 復古 ノ 功臣 内閣 = 
入 テ 政ヲ執 ル ト雖モ * 永久 ヲ保ス ベ カラ ズ 。之ヲ 橙グ 
ノ 相材ヲ 育成 セ ザルべ カラ ズ 。大學 今 見 ル所ノ 如クナ 
レバ、 此中 ヨリ S 1 WT 成ノ 人物 ヲ 育成 スル ハ 決シテ 得難 キ 
ナリ 。汝見 ル 所 如何。」 

と 御下問 遊され たので あり * す。 

元田先生は旣に勅命ヒ奉じてその前の十月十八日に大 
學に赴き饺め敎授科目、敎授の贾淸を調査致してありま 
したので 直に 次の 如く 御 奉答 申 ト：げ たのであります。 

ー臣嘗ナ十、果々科ノ設ケヲ聞ク-|修身ノ學科ナシ0和西 
ノ杂ハ各學科-|和潢文アリト雖モ*滿カ,ー和漢ノ文京 
ヲ 作ルノ ミ、 哲學 科-一 東洋 哲學 アリ ト雖モ 是亦備 办_ 一 
經搿聚 贤 ノ話 ヲ述 ブルノ ミ。 加 之 僅 カノ 時限 ヲ 以テ匇 
々 - l rc 過 スレバ 和漢 侏 身ノ學 モ 、僅 力 - I 名ノ ミ- 一 シテ 
其 勢 將 -一廢 棄セラ レント ス 。 其敎 科- 一 アル 敎官ハ 物 集 
髙見、島田笊禮等俺々タル|、ニ员ノミ0其餘ハ皆洋 
學麻修ノ徒-1シテ、西洋ノ外面ヲ某做シ，-付テ*阈 «3 
ユダヤ問 & を中心とせる思想 (^ 防 



君臣ノ大筏、仁義、道德ノ要ヲ關知セザル者共ナリ0 
彼ノ某等ノ著書ヲ一見シテモ、其放 1- スル所1-依ッテ 
其 思想 ノ赴ク 所ヲ槪 見ス ペシ。 此 等ノ腦 髓プ以 テ 生徒 
ヲ敎镇 セバ 、後 來ノ赛 ?¥ _1 恐 ルべ キナリ 。今一 I シテ此 
ヲ淬止 セ ザレ バ •復 挽冋 K ベ カラ ズ。」 

と 御 形 答申 上げた ので あ b ます。 
帝國の前途を想ふ忠誠の一念は，言々句々火を發し熱 
を 帶び てゐ る。 祖阈觀 念 深き 人の； ij； 問には 勢が あり、 祖 
國觀念 なき ユダャ 化せる 人の 學問は 冷やかで あり 熱が な 
い。 元 田 先生の ^ 眼 誤たず， この 最髙學 府 ょり 後年 フ y 
丨 •メー ソンたり し吉野 作 造 博士の 主催せ る帝大 新人 合 
から 赤化 學 生を K 出せし めた ので ある。 

芳川顯 正が、 その 記した 「敎 育_語 御 下賜 事情」 の 中 
に ー拟 々維新の 當初 、開 阈進 取の 大方 針を 立てさせられ 
てょり、 新 文明の 空氣は 全！： に 费 及して •偏に 西洋の 物 
質的 文明を 輸入す る ^ にの み 熱中し、 仁義、 忠孝の 道の 
如きは 殆んど 阈 民の 念頭に 上らず、 また 偶々 これを ロに 
する者があれば迂遠にして時勢を知らぬ者として世人に 
嘲笑せられ たので ある。 然れ ども 明治維新 Q 常 初には、 
仁義、 忠孝の 敎を 受けた 者が 多かった から-その 人々 は 
縦へ ?-. れを ロに せず とも* 兎も角 . - れを 赏行してをつヒ 

H 
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から •左程の 害 も 無かった ので あるが、 さぅ いふ 人は だ 
んだん 凋落して、 明治時代に 生れた 者が •漸く 世 車に 當 
るやぅになれば，人の人たる所以の敎育を受けな.い者が 
社 # の 表面に 立って 阈 民を 指導す ると いふ ことになるの 
であって •遂に 衆人 稠座の 中に 立っ て、 仁義* 忠孝な どと 
古めかしきことは*今日文明人の蜇んずる所ならずと公 
言して 憚らぬ 者 すら あるに 至つ た」 と 述べて *: ります。 

かくて 陛下の 御宸 襟を 御惱し 奉っ た 當時の 世相に 對 
して 下し 賜 はれる 「敎育 勅語」 こそ、 潛 入し 来りし 歐木 
の 自由主義 的 個人 主 菝的ユ ダ ャ思想 に 對 する 思想 的 防壁 
たるの 役目を 持つ たのであります。 

抑々 我が 國最 髙畢府 、東京 帝 國大堞 の 前身た る 大畢南 
抆 創設の 御 膳 立を したの が フ ••ルべ •'ク 、ブラウン、 ウ. 
イリア ムズ 等の 外 |3 人 宜敎師 にして フリー •メー ソンで 
あったので あり， 從 って 彼等が 選定して 用 ひさせた 敎科 
書が 何を 目指して ゐたか は 想像が っくと 思 ひます。 殊に 
敎頭 格の フ •< ルべ， クは 父が ドイツ 系、 母が イタ リー系 
のュダ ヤ人で あつたので あります から、 當時の 宜敎師 09 
が 如何なる 深い 謀み を 以て ゐた かが 知られる ので ありま 
す。 常時の 大學南 校 S 敎壇に 立った 多 數の 外人敎 師とい 
ふの が， 國 籍 こそ異っても伺じ穴の 8-2- のフ9丨*メーソ 
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ンかユ ダ ャ人で あつたので あります。 

從 って 世界に 無比なる 美しき 我が 大和民族 固有の 宗敎 
たる 神道を 弱 紐 化し、 忠孝に 莪く敎 W を 嘲笑し、 政 黨政 
治にょる政治の哦落を招來して我が祖國を壊铽に導かん 
とする この 道の 猛者た る！ 一 ダヤ •フ 91 •メ ー ソンの 連 
中が 如何に 明治 以來大 學南校 を ！： g 城と して 亡國敎 育に そ 
の 精魂を 傾けて 來たこ とで ありませ う。 

されば、 「敎育 勅語」 にょって 属邦 無比なる 我が 阔妞の 
有難 さを 說かれ た 少年が、 上級 畢校に 進む につれ て 内心 
は 阀蹬 を！！ んず るの 徒と 化し* 大學 を出づ るに 至れば 逆 
に阈砬を嘲笑し、 «! に阈5£を破壊に導かんとする赤化の 
徒と 化する 者 さへ 出づ るに 至つ たの ば、 彼等 フ 9 丨 •メ 
丨ソン の 謀略の 大成功を 物語る ものでなくて 何で ありま 
せう。 

ハムリンの 贤取りの笛吹きの笛の苷が、ハム9ンの町 
中の 鼠を 集めた やうに、 日本の ィン テ 9 を亡阈 的 謀略、 
卽ち r 國 5 g 破壊の 思想」 に 吸 寄せる 妙 藥は 、ユダ ャ人樂 
者 共の 巧妙なる 形式論理 や 唯 物 辨設 法で あっ たので あり 
ます。これを飾るに眞しやかな榑語が*科學の純粹性で 
あり. 沒 (9 値 性で あり、 「科學 に 國境な し 4_ といふ眞し年 
かな 檩 語 であつ たので あめます。 



我が阈最高毕府にして然りとすれば碩钍の學校は皆こ 
れに I 右へ ならへ」 を やった のは 不思 謀は ない。 

田舍 G 兩親が 苦勞 して學 费を 送って 最高 舉府を 出して 
ゃった鄕土への御土產が何と恐るべき阙悶破壊の亡國思 
想とは、 親 も 本人 も氣が 付かな かった のであります。 か 
くて 大畢 仕込みの ユダャ 思想は 皇國の 永遠の 地盤た るべ 
き我が溴村に注射され、農村を徐々に蝕ばんで行ったの 
である。農村の赤化がさうであり、また今日申されてゐ 
る 農村の 資本 主蕤 化、 コル ホーズ 化が さう でない と 申さ 
れま せう か？ 

水田に 稻を 育てる ことを 我が 子 ^ W てる 如くに 慈み、 
利害を 超越した、 都市を 隔るこ と遙な る 我が 農村の 人々 
の 美し さに f 血と 土 J の强き きづな が 生れ* 熟 烈な る祖 
國愛が育まれて行くのは當然であり、到底米を消费のみ 
する 都 # 人には 想像つ かないと ころで ありませ う。 物心 
一如の 境地は K rc 稻を 我が 子の 如く 愛する 稻 作りの 名人 
の 心境 C 中に うかがは れる 。天孫 御 降臨 以來 我が 大和 民 
族は 水田 民族で ある。 水田の 耕作は 個々 人の 力では 能率 
が 惡く 、自然 家の 一致せ る 協力を 必要と し、 逮 方ょり 灌 
庇の水を引くに共同して川を作り*更にこれを公平に分 
配せ ねばならぬ ために 個人主義は 淘汰され、 共同、 和 協 
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由 旃的た 趿念が辞達する 17-> である*都會の人間は個人主 
鵁的 であるのは これから 見ても 當然で ありませ ぅ 0 
水が甚だ逮方の地から引かれ他の村々を通る時、或は 
その 川を 上流 や 下流の 住民が 共用す る 時、 どぅしても 公 
平と圯義と中胼なる妥協と平和の精神が發達することに 
なる。 r •の 水の 分配 上の 爭ひの ために 公平なる 奔列 者を 
必要と し* こゝに 爲政 者の 必耍を 見る のです。 两 歐の支 
配 者は 征服者で あり、 搾取 者で あるが、 日本の 支配者は、 
始めから統御者であり、仲裁者であり、正義と公平の維 
持 者で ある 由來 はこ V から 生れる のであります。 

日本的な 考へ 方が 或る 全雜の 立場* 卽ち 君國 の ためと 
いふ 如くから 物を 判斷 する。 これは 我が 齋庭の 御 神勅、 
水田耕作に基くに外ならないのである。 

また、 日本人の 考へ 方は、 精神的な ものが 最も 高く、 
それにょ つて 初めて 物質的な ものが 生きる とい ふ 考へ方 
.だ。 西 歐的考 へ 方は 物を バラ-^- に 分路 して 見る とい ふ 
やり方で あるが、 この 考へ 方の 源は ユダヤ 人から 來てゐ 
る ことを 記憶せ ねばならない。 

西歐の哲學は源をギリシャ 1? 學に發してゐる。最も抽 
象 的な舒 學 、卽ち 論理的な 學問が ギリシャに 發 達した が 
この ギ ★シャ の學問 は 本钌 はフ H = キヤ 文化の 影® を 著 
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しく 受けて ゐる 。ところで フ H II キヤは パレスタィンの 
北 隣に あり、 フ * - I キヤ 人は 人種的には ユグヤ 人で あっ 
て、 地中海で 表 向は 貿易を やり、 褢では 海賊を やった の 
であります。 H ジブ トは ナィル 河に ょって 益 業 文化の 發 
達した ところで あるが. 出 來た敦 物は 農夫に とつて は 非 
常に愛着が深い。しかしこれを質ふ方は單に味と品質、 
分量 等を 見る だけであります。 

常時は 貨幣と して 金 越を 用 ひたが、 金 凝 ばか りでな く 
物々 交換が 盛んであった ので、 これ だけの 米は どれ だけ 
の 毛皮に あたる かとい ふこと を 決めねば ならな かつた 0 
併し 農民 自身に これを 決める 力は なく、 これが すぐ ビン 
と來 るのは 當時の 國際 的ユダ ヤ人 たる フ K キヤ 人で あ 
つた そして これが フ ** キヤ 人から ギリシャ 人の 手に 
渡った“自分で作った物を自分で使へぱ物の考へ方が有 
機的になる。ところで己れの作った物が他人に渡ると物 
に 對する 愛着は 關係は 切斷 され、 商品 その物と してし h 
消化されない。斯ぅして商業が地中海を背景にしてフ„ 

キヤ 人の 手に よつ て發 生し、 物が 貿易品と して 計算 さ 
れるゃぅになって來た。同時に所有檷とか賨買契約とぃ 
ふ 法律 的な 問題が 起って 來た のであります。 こわがた め 
に 物の 考へ 方が バラ <に なって， 分析 的* 抽象的 こな 



声 

って 來 た。 これが ギリシャ 的な 考 へが ユダヤ 的 影 ■を 受 
けた原因の一つである。郎ち商業民族たるフ„„キヤ人 
卽ちユ.ダヤ人が商品の 5? 買を通してギ9シャ的論理 « な 
るものを發生せしめたのである。 

また、 ギリシャ 哲 m が 起った のは 悉く 植民地で 興っ k 
-卽ち 祖先. 祖阈を 失 ひ、 または 祖國を 捨て i M 民して ゐ 
る 人間 S 住んで ゐる 世界に 5 が 起っ たので あ— す。 
故に 哲卑は その 點旣に 祖 « を失った植民地根性を相合す 
るので あ— す。 從 って その 流れを 汲んだ 5 は 悉く® 
境' がな く、 祖國を 失つ て ゐ る。 哲學を やる と 度ぐ 「科學 
に國 境な し」 と 言 ひ 出す 取 因が こ 、に潜んでゐる。こ、 
に 祖國を 失っ i ダヤ慕 者 共 QS する 地盤が 與 へら 
れる ことにな© ます。 

哲學の 起っ た 時 S ギ リシ ♦■人 41® 先 g 有した 宗敎を 
#= 斥し 1^ 學と宗敎との爭ひが起ってゐた0哲學は ^ 乂 
民衆の 信仰に a 向って 宗教を 貶した り、 非難したり する 
所から 起つ てゐ ます。 

祖 HKV - 有する 眞のロ 本人が 辑邦 S の— に 感謝す る 
のに反し、祖阈を失った人間は何處へ行っても存在する 
やぅな ものを 見っける 。「萬 物の 根源は 水で ある」 なんと 
1 百ふターレスのやぅな人間が生れる0これは祖先と祖缺 



を 失つ てゐ る證球 である* 

哲學は 旣に粗 先の 有して ゐた 民族的な 神と 爭 って* こ 
れを否定し*從って民衆から嫌はれ、多くの竹學者は家 
なしになつて追出された。斯か -0 祖國なき徙輦の言ひ出 
した W 半であって みれば 「科 ^ に阈 境な し」 と稱 して、 
これが跤も進んだ文化的思想であるやぅに日本のインテ 
9の頭を支配して、愛阈とか ||!1 國とか申せば、それは封 
建時代の思想であるかの如く考へられてゐる。こ、に輸 
入された矜學にはユダャ人の思想が大いに彤想してゐる 
こ とを 忘れて はならない のであります。 ユダヤ 人 哲學者 
の 著名な 所では •サム H ル •へ •レビ—、 サ ー ディア、 
アヴィ ケブ p ン •バ I ヤ •ペン •ヨゼフ、 スビノ ー ザ、 
ベルグ ソン、 n . l エン、 フ， サール 等が あります。 

殊に 中 世紀末の H 丨 ロッパ 哲. 睪界は フランスを 根據と 
するユダャ哲學者に負ふと仁ろが甚大であります。 

ユダャ人が大衆を墮落せしめる方法は「三 « 主義」に 
ょるが、 インテリの 國家觀 念を 失は し！ 6 るのに 最も 都合 
のょ いのが 哲畢槪 論、 經莳 原論， 法學 通論の 三論 主義で 
あります。 是等 三論 以外に もあります が 代表的な ものと 
して、この三論が選ばれるのでぁります。これ等三論に 
强 調され る 共通 的な 亡國的 K 口 ーガン が 科學の 齊遍 妥協 

ュ ダ ヤ 問 埋 を中心とせる思想阐防 



性、純粹性、沒惯値性であることを念頭に人れておく必 
要が あるので す。® 國 を 失っ た ユダヤ 人が 普遍 妥協 性、 
純 粹 性、 沒僙値 性を 强調 して 國 & S ふ-か 民族の 傅 統とか K 
史を 忘れさせる やぅに m 問を 建 ^ する のが 常 然で ある。 

歐米に 於て は 俗に 經濟學 のこと を 「ユダヤ 學」 と 申す 
位にユダヤ人やフリー.メーソンの手にか、つて作られ 
た 早 問であります。 ブロ トコ ー ルに 日く 

「吾等の 賢人に 依っ て發 明され た經濟 學は 、久しい 以 
前から 吾等が 金權の 上に 君臨して ゐる こ とを 示し 
た 。 j 

「斯くするために、吾等は勞慟者を放縱と酒靖とに !3 
れし め、 土地の 上から 奴等の 有識者を 追 ひ拂 ふ.。」 
「斯 くの 如き 事態が 發生す る 前に、 奴等が 時代の 眞相 
を知らぬやぅにするために、吾等は眞の目的を隱し 
吾等の行動を勞働者のためにすると見せかけ、今日 
吾等が 敎へ る經濟 學を宜 傅す るので ある。」 
現代經祚學の粗父といはれるスミスに少からぬ思想的 
影 啓を 與 へた 學 者の 一人と して ユダヤ 人 ダビ ゴッド •ヒ 
ューム が ある。 ヒュ ームは 何等 完全な 經濟雎 理論鉀 系を 
淺さ なかった が 、「粑 濟上に 於け る 利己的 活動 是認の 立場 
より 個人的 利益が ft 會的 利益に 一般的に |致する」とい 

七* 
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ふ 原理を 科學 的に 構成せ んと した。 從つて スミスが 個々 
の 人間が 自己 C 利益の ために 活動す る ことは 富の 生產の 
方面から見れば社 # の富を进も多からしめる所以でぁ0 
分配の 方面から 見る と 社# の 富を 最も 公正に 分配す る 所 
以でぁるとの考へから，謂は ^ 利益が卽ち公益に合致す 
ることを唱へ、各個人が利己心に浓いて自己の利益のみ 
を a 求す る ことは 自ら 社 # 全體 の 幸福を 增 進させる とす 
る スミスの 根本 思想が 國家 s 經濟 政策と して 各個 人の 利 
己 的 活動を 向由に放任することを砭も腎明なりとする自 
由 a 任 主 装に 導いて ゐるが ♦こ V にユ ダャ 人ヒュ ームの 
釤番 が 明らかに 見られる のです。 

卽ち侗 人が 主と なり •阈家 が 添 物的に 輕視 されて ゐる 
ユダャ 思想 v ft 逃して はならない。 スミスに 出發 した 古 
典經濟 學 をユダャ人リヵードは、逬にユダャ人一流の推 
理ヵ を以つ て ?® 底 させた。 彼は 產 業 资本の 利益を 代表し 
て 推理を 推し 逸め、 一見 理路 夥然と して 分析に 强く經 濟 
法則を明確に把捉し、後の社會主義經浒學に多くの遺產 
を殘 した。 

9 力 ードに於て ;± スミスと異り形而上學と絕練し、取 
引所ブ □ 丨カ-丨的埤氣を以て經濟的事賁の因果理法のみ 



ス 

く 前面に 出で、 國家 とい ふ 面が 更に 釤が 薄くな り、 ユダ 
ャ的 色彩は 一厣 濃厚と なつて 行っ たので あ o ます。 

斯くて リカ ードに より 發展 された 經濟毕 は 遂に 科學的 
經濟學 なる 虛 fs の 標語を 揭げて 登場し 來った 。ユ グャ人 
マルクス (本名 モルデカイ) によって 受繼 がれ、 その 友 
ユダャ 人 H ンゲ- ルスと 共に 社 會主 茬經涞 學が 創造され る 
に 到つ たのであります。 

ローザ*ルクセンプルク*ヒルファーディング、ェミ 
丨ル •レ 丨デラ 丨 ，フランツ •オフ ベン ハイ マ 丨 、ベル 
ンシュ タイン* ラッサ ー ル、 ベ一 ム • -.'? ウェルク、 ェミ 
I ル •ザックス、 ロベルト •リ ー フマン * ル ー ドヴィ ヒ* 
フォン •ミ ー ゼス 、セリグマン* ヨゼフ •シ ュムべ タ I 、 
グスタ ー フ •カプセル、 •ホ.一 ル •アイン ツィ ヒ 等ぅる さ 

い 程多數 あります。 

彼等は 只管 「物慾」 「金 慾」 の 而に注 目を 拂は せる ?: と 
に よっ て 國{¥ 觀念 1 v 稀 傅たら しめ、 進んで 國次を 抹殺す 
るに巧妙なる淪理の搡りを弄したのであります。 

マルクスに至つてはリカードの勞働價値說を十焱に階 
級 鬪爭 論を 作り、 國内を ブルジ •ァと プロ レ タリ ヤの兩 
階級の闘爭に導き、國家を混亂に陷人れ、然る後に阈家 
の 主要 的 地位を 枝 等ユダ ャ人の 手に 寧 担して 國を 亡ぼす 



とい ふ國家 抹段の 意 鬧 $: 有して ゐた ので ?) る* 

帝政ロシヤの末路、スべィン王室の沒落、フ今ンスの 
敗亡、 ヒット ラー 及び ムプソ 9 丨 ||出現前の探俅の危機 
等は ユダャ 主義の 毒牙に かけられた 結果に 外なら ない。 

從來の 經济學 は* 要するに 資本主義 經濟 を對 象と した 
ので あるから、 それが 古典派、 オー スタ 9 丨學 派、 數理 
學派 、また 資本主義 經濟學 の 私 生兒 たる マルク K » 派 等 
にしても 理論的 構成は 何れも 國家を 離れた 「經濟 の 自己 
法則 性」 なる 地盤に 立って ゐる 。こ i に 經濟學 のた めの 
經濟畢を唱へ、祖凼はソ聯、英米の如きロ吻をもらし* 
英米、ゾ聯を禮啻し*母阔日本を輕蔑する和面稱魂のィ 
ンテ y が 生れて 來る 源が あるので あります。 

资本主 葙經湃 毕でも •社# 主 揉 經濟で も 物慾 本位. 金 
熱 本位 の經押畢であるからシャィ 0 ックの如き徙！を養 
成す る ユ ダヤ學 たる ^ 免れない。 從っ て斯 かる 經 iff 學に 
基く 限 0如何にこれを修正するもユダヤ性を地盤として 
ゐる から 杏 本 主義 經濟は 勿論、 統制 經忤 と雎 もユ ダヤ經 
濟た るは 當然で ある。 

スミス以來經濟現象とは個人の慾苹充足*卽ち吾人の 
物慾を 滿足 せしめる 生活 現象と 解せられ て來 た-' 西歐經 
濟學 CO 諸 大家 G 學說を 巧妙に 棕合 して 編纂した フックス 

ュ ダ ヤ 問趄を中心4せる思想阐防 



の r 國民烴 科 學一に 於て 「& 濟とい ふのは 經濟主 fts - の 欲 
しいと 思 ふ 財を 確保す る ことで ある。 一定期間に その 时 
を 調達し、 且っ 消費す る ことで ある。 國民經 濟學劈 頭の 
莱礎椏念は經濟及び經濟行爲である。この兩者の發生せ 
る源は人問の本性であり、特にその慾望である」 <*- 稱して 
物慾 充足が 經濟で あると 没き、 「人の 物質的 並に 精神的 
文化の 發達は 慾 望の 成長と その 醇化に 存 す。 こ s 慾 望の 
增加及び醉化が一っの幸；3|であるか否かは宗敎及び 1? 輋 
であって、 國民 經濟畢 の 問題で ない。」 と 物慾の みでは ぱ 
っが惡いと見ぇて慾望の醉化と一言ふれて，直ちに、こ 
,れ は國民 經濟學 の 問題で ない と 逃げて ゐ る。 單に 物慾の 
みなら ぱ 犬猫禽 獸 も 人間 も 大差は ない ことになる 譯 で、 
_物經濟學者は敢へてこの點を疑はぬのみでなく否これ 
が人間の本能だから常然と心得るところに*人間をユダ 
ヤ化 せんとす るユダ ヤ毕 者の 魔手は 成功して ゐるの であ 

る。ブロト_コールに日く 

「吾等は吾等の政府を多數の經濟學者を以て充した。 
ユダヤ 人に 経 科 學 を敎育することが鷇も重耍なのは 
兹に あるの •た。 吾等は. 銀行家、 工業 家、 杏 本-:! r 
特に 百禹長 者に 取卷か れるで あらぅ。 何とな れば， 
緦て は數 字の 上で 決せられる のた からで ある。 一 

九 
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ドィッの 愛國主 義輕濟 毕 者歷史 派の フリー ドリ ッヒ • 
リストは 「倥 濟現 象は 麼史現 象で ある。 賅史 現象には 自 
然法則が自然現象を支配する如き原則があつて支配され 
るものでない。歷史には時代それ-^の個性があり、そ 
の 意味を 明かに せず しては 解らぬ のが 勝 •史で ある。 故に 
歷史は 一定 <0 原則から演釋的と論斷することは出來ぬ。」 
と自己法則性を强調するユダャ經科學の急所を衝いて正 
論を 吐いた のに、 國際ユ ダ ャ金融 資本が 紹對的 優勢を 占 
むる 西歐に 於て は 9ストの名言を封殺するため幾冬の迫 
害が 加 へられた のであります。 

9ストはスミスの 0 由主衮贸祛を駁しながら「研究の 
結果 私は 經濟學 の 構成 部分は (一〕 個人經 煦學 ' C 一) 國民 
經渖畢 ，(コー) 人類の 絰漪學 である ことが 解り まし. た。 ア 
ダム •スミスは 個人の 經濟學 と 人類の 經濟學 とを 論じて 
をり ます。 彼は 個人が 他の 個人と 共に 社會の 富を 如何に 
生產 し、 增 加し， 消费 ，るかと いふ こと、 また 人類の 產 
業及び富が如何に個人の痄突及び甯に形響を及ぼすかを 
說ぃてゐます。彼€哿邊阈宵淪とぃふ標題が取扱ふこと 
を約した事項を全く忘れてしま 0* たのです。各國民の勢 
カ組淺、缺陪、文化の現狀の相違を無視してゐるから彼 
の 著 害は 若し 人類が - ft 國民に 分裂せ ずに 世界 法 や 平等の 
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精神文化にょつて結合される場合には、個人及び人類の 
經濟が 如何なる 姿を とる かとい ふ 問題に ついての 一 論文 
に過ぎ±せん。」 

彼は スミスが 個人の 物慾に 出發 する 經酹 學とユ ダ ャの 
世界制逋を目指した人類の經濟學を論じ、重要な國民經 
濟毕を忘れてゐることを見琪に衝いてゐる。 

ユダ ャ經 濟毕に 於て は、 第一に 原論に 於て 物慾から 出 
發する點に大き恕誤を犯し、從つてこれを基とする政策 
も誤まつた。物慾に於て似値を論じ*生鹿交換を說き、 
分配、消费を論じてゐるため、人間の设大弱點に觸れて 
人心を引付けるため大衆を唯物主義に心醉せしめ、进に 
社衿主孩にまで引づり込むに至つた。 

凡ゅる經濟政策を講ずるも物質本位、金本位の政策で 
ぁ るから •これが 社# に 及ぼす 罪惡 は、 物慾を 滿さん と 
する 大衆に 物質 苦を 味は しめ、 物質的 輻 利を もたらさん 
とする 政策が 却つ て 逆效果 を 生じた。 

第二に 衣本 主 袋に 根ざす 弊 寄を 除かん とする 修正 資本 
主義、 社 ^ 政策 主義の 實 行は 第一の 缺陷を 某 礎と する 限 
り その 效 果は苁まぬるし、これを撤底的に改单せんとす 
るかの 如き 社 會主 範經濟 は 階級闘争を 生ぜし めて 亡® の 
邪道に 導く。 



第三に 物質 本位 C 靖神は 科 畢禹能 主 抱、 唯物主義に 通 
じ、 ユダ ヤ經濟 畢を畢 ぶ ィンテリを して 冷い 理智の 人た 
らしめ る ことになる。 丨 

第 四は 物質 本位と する 行動は 利己主義、 自己中心 主義 
を 生み、 從つて 斯か る經濟 行爲は 弱 肉强貧 を 生み 社會を 
罪 惡の坩 堝と 化し、 實筲 上戰 時下に 於て は 間 行爲を 獎勵 
するやぅなことになるのである。仕方がないから經濟倫 
理なん て 申さない と 始末が 悪い。. 

討つべき は 内なる ユグ ャ經濟 思想で ある。 日本の 本來 
の © 濟は經 國濟 民で ある。 經 E ^ 民で あれば 經矜 倫理な 
んて苦い晓言を中さずとも倫理は當然その中にあるので 
あります* 

法律 畢の 分野に 於て 國家觀 念を 抹殺させる のに 最も 好 
都合なのは國法學であ©ます。日本の阕法學の輸人先で 
あるヒットラー總統の政權墦得前のドィッに於ては、國 
法學者といふものが玲んどユダヤ人がフリ丨*メーソン 
か、 その 影® を 受けた 學者 であつ たのであります。 主な 
るユ ダヤ 人學 者を 拾 ふと、 シュタ I ル、 ラ ー バント、 力 
ウフ マン ケル セン、 ヘラ—* イ *9 ネ， ク 、フランツ • 
ォッべン<ィマ1等がぁり士す。 

こ れ等 のュ ダャ 國法畢 者に 共通な 特色は、 第 | に 理性 
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の 耔龙 ともい ふべき までに 展開され る 主智的 形式的 綸 al 
構成で ある。 特に ケルゼン c 場合には 全く 無 信仰的で あ 
り、 道德 を缺い てゐ る。 

自然 科舉の 佌#は、物の世界であり、智識の世#であ 
る。從つて人問の世界を行爲的に考察せす唯智識的にの 
み考察し、人間の 1 «: 界か-道の世界とせずして理智のみの 
世界と して 論ずる 時は 入を 物と 同 |に取扱ふことになり 
人間を m 類 扱 ひに する に 等しくな n ます。 

第二に、 純 粹 形式的 論理を とる ために 有機的 思想 ^ 排 
斥す る ことであります。 

全！ 1§と部分とが密接につながつてゐて、全跗の立場か 
ら部分を制限するといふやぅた有機髎的思想は元來が{;1 
由 主 誇 的な ユダャ 人には 考 へられない のです® 

第三には、 相對キ ：雜 的で ある。 ケルゼンに ょると 相對 
主義は 民主主義 的 思想が 前提と して ゐる世 界觀 であるか 
ら絕對 的な 民族 阙 家 觀念は 生れて 來ない 。國 を單に 制度 
と 見 •器具と 見る ので あり、 民族は 生きた 有機 股で な 
く、 國家描 力に 服從 して ゐる單 なる 人間 C 集 S と考 へる 
ので ある。 

これ 等の 三點の 結果と しては 個人主義、 唯 物 主 ^ にな 
り、他而には血と土に基く理念が國{永生活及び法律生活 
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の 出 發 點にならないやぅに言論的彌爭と利害鬬爭とをも 
たらす ことになる。 一方には 自由キ 義的無 信仰的な 「言 
論の 自由」 が あり* 他方には 階級 闘爭が ある。 こんな ユ 
ダャ的態度には民族的な安定忭も信仰も生れない。 

. 昭和 十三 年 八月 二十 五日に 「帝 大肅正 期成同盟」 の 憂 
國の志士が長與束大總長に提出した進言进に次の樣な文 
句が ある。 

「現に 東京 帝 H 大學に は 我國 KS 根源たり 國民精 神の 基 
礎た る 惟神 道を EE 漬し 神社參 拜を忌 避す る 外來 宗派を 
妄信し.各 ^ 憲法の上に自然法または國際法あり、國 
家 ば 主 檷統治 橘を 固有す る ものに 非ず とする 「天皇-機 
關說」 .以上に 兇 惡なる •民族精神、 國家 傳統を 否定す 
る國際 主義. 世界主義を 完 說 しつ、 ある 者 あり (田 中 
耕 太郞 氏、 横 田苒三 郞氏) 人民に ■憲法を 決定す る 描 利 
ありと する 徹底 民主主義 思想を 固持して 皸 年 來嵌法 第 
一條、 第 四 條を 15 義せ ざり しもの あ h ( K 澤俊 a 氏)、 
軍隊は 厄介物な りと放言しまた正範觀念を全く無銳し 
て 法律と 暴力と を 同一視し、 勞働 小作 爭讓 の 苺 動 化を 
煽動した る もの あり ( 末弘鲅 为郞 氏) •共 產主蕤 者と 握 
手して 共に 人民戰 線に 立つ て國家 主赛を 爆破せ ざる 可 
h らずと 公言し 枝け つゝ ある ft # 民主主義 者 あり (河 
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合 ^ 次 郞氏〕 J 「國內に於ける赤化容共 0 宜傳策源が帝 
大法經濟举部に稃する事實を見るに於ては*豈我等皇 
國 眭民の默視し得べき所ならんや」 

美 濃 部 博士の 天皇 機 關說 S 祐礎 がユグ ャ系 ドィッ人 學 
者ィ19ネックの「一跤國家學」であり、田中、楮田兩 
敎授の 「國際 法 上位 說」 の 基礎が ユダャ 人 ケルゼンの 說 
であり、 共 ?6 主義 的 論 說の 基礎を なす ものは ユダャ 人 マ 
ルクス 及び 其亞 流の 說で あります。 

論理の 分野からで すと、 欺かれて ゐる ことが 容易に 列 
斷付かないかも知れませんから、1つ方面を螃へて、紛 
茶を通して、如何にユダャ人が、吾々の物の見方を尕曲 
せんとして ゐるか を 示して みませぅ。 

こ、に御«に人れるのは、有名たスぺィン系のユダャ 
聳家 •世界 贳视の 通 卨峰と 言 はれる ピカソの 繪を 模寫し 
てみたのであゎ±す。願は「少女と雎雞」であります。 

こ れは 「 || 」といふ題で、灰色、铒、黑の調子の色感の 
作品です。線、色等の人爲的楛成の外に何もない。男か 
女 か、 西洋人 か 取 洋人か 判らない。 英を 引つ 摑ん でゐる 
少女ら しき 化物、 その 雞も異 常なる 龄虐 さを 以て 反 自然 
の 表現を して ゐる 。床の 上の 出 匁 鉋 丁、 縛られた 雎雞の 
一 S 脚。 洋脔家 先生は、 ピカソの この 相を 禮詨 して 少しも 



疑はない事でせう。併しユダャ化されない素人の目から 
見たならば •どう 見ても 不自然、 不健康な 檜と しか 見え 
ない。否繒と申すのがどうかしてゐると申したならぱ、 
ビヵソびいきの人*は憤槪するかも知れないでせうが、 
とにかく 物の 見方を 歪曲して しま ふやう に 導けば、 それ 
で ユグャ 篑家の 目的は 達する のです。 「資本家」 を 班け 
ば 必ず 豚の やうな 姿 ?: 聳いて 醜惡な 感じを e させ* 「戰爭 
の繪」 といへ ば 血の した V る死砬 とか、 首と か、 足で も 
聳いて 不快の 感を 抱かせて、 反戰思 想を 煽れば 大成功で 
あります。 世界の 洋蜜家 の メッヵ 巴 里は、 ユダヤ ® 家、 
ユダャ 赘商の 巢 いであります。 

•ユ ダャ舍 權の 欲せぬ 辑赉 は* 商の 自 .由なる 支配力に ょ 
って 完全に ボィコットが 出來 る。 パリ ー寄埂 は蹵 商が 中 
心と なった 寮堺で ある。 故に 現代 作家の 作品は 東 商の ギ 
r ラリ ーに 於ての み 見られる。 從つて また K 家の 名聲と 
いふ もの も、 これ 等の 畫商が 企てる 「菝 り 費り」 にょっ 
て定 るので あ o ます。 巴 里 赘揸 の樂屋 裏は、 この 诳 商と 
麥商 にす がって 自分の 名聲を 上げん とする 野心を 持った 
篑家 と€ 手練手管が 繰り返されて ゐる のであります。 

新聞ゃ雜誌は彼等の宣傅機關でぁり、美術批評家もそ 
の 一味 的 存在で あり、 彼等の 大部分が 整 商の 傀儡と 尨つ 
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て、 金の ためには 都合の よい 批評を * くので ある。 噓も 
三 a 言へ ば 本當に なる のであります。 

巴 里 第一の ユダヤ番商ローゼンべールの如きは、ピヵ 
ソと 特約す る 一方、 あらゆる 機 # に 發見 される 彼の 作 品 
を片つ端から買占めて、誰にも渡さない。かくてピヵソ 
の 作品の 專赍者 となつ て、 一方では 宜 傅 機關を 通じて 世 
界酱壤 の 最高峰と 祭り上げ •獨 占に よって. ひどい 高 憤 
な 市場 價 格を 維持して ゐた ので ある d 獨 占は ユダャ の 常 
套 とする 高等 政策で あり、 獨占に より 思 ふが ま i に 高 價 
なる値を出させる事が出來るのであります。 

マチス、 キスリング • K1 チン 等 何れも 著名な ユダヤ 
人 班 家であります。 斯か る洋说 界の褢 面を 知る 時 •我が 
日本齋 衩 S 重鎭、 橫 山大觀 % 伯が 日本 精神の 象徴た る 富 
士 山を 好んで® く 心境に 對 し 深き 敬意を 表さねば ならな 
いと 思 ふので あります。 

同樣な 操りが 學問 思想の 分野に も 行 はれて ゐるこ とが 
考へ られね ぱなら ない のであります。 橫 文字を 通して 入 
って 來た 舶來 上等 主義の 思想を 瞑して、 日本人 本來の 心 
のあり方を取戾して御覽なさい。天皇歸1の精神に撤し 
て御觉なさい。この照魔鏡に照して見るならぱ、ユダヤ 
の 思想 謀略が 看破 出來る やぅ K なります。 H ダャの 亡 越 
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的形式論理の操りが狩破出來るやぅになります。 

日本の 某 學者が 、ヒット ラ ー 政 權窣握 前 ドイツに 留學 
して 有名な ドイツの 國法學 者に 敎を 乞は んと 訪ねた 時、 
「ドイツに何をしに來た」と問はれた。そこで「ドイツ 
に 勉强に 來た」 と 答へ ると、 「ドイツに 留學 しても 何も 無 
い ぞ 。ドイツ の 毕 問は ドイツの ための 學問 た。 苷遍 妥當 
性なんてあるもんでない。早く日本へ |3 つて日本の學51 
を 作れ， 一と 言 はれた のであります。 

また ヒ ，トラ ー 總統の 命を 受けて 現在 日本に 滯 在し， 
日本 精神の 硏究 をされ てゐ る哲舉 博士 ド リュック ハイム 
先生は 「日本人 の逑設すべ含-學問は日本人だけに解れぱ 
ょいの だ。 ドイツ人に 解らなくても ょいの* た。. ドイツ人 
の學問は日本人に解らなくてもょいの'た」と私に申. 5 れ 
ましたが* 少く とも 社# 科 學の 分野に 於て は、 科學 に國 
境な しの スロ I ガンは 如何に 多くの インテリを ユダヤ 化 
するに預つてカがあつたことでせぅ。阚跎なぞと世私共 
通でない、日本だけにあるやぅなものを學問に取人れる 
ことは畢問を非科學的にすることだと稱して、阀髀の觀 
念を 導入す る ?: とを 排斥す るュ ダヤ 化學 老 が 生れた の も 
當然 であり、 今な ほ 國 52 と 言 ふと 神が V りと 冷笑す る學 
徒が 大部分で あるので あ® ます。 



一四 

我が 國に 於て は、 學問 は离邦 無比の 國 妞を 地盤と して 
拉諛されなければなりません。これを神'か、りと稱する 
のは 旣に 頭が 完全に ユダャ 化され、 無 ^ 籍 化され、 ユダ 
ヤ國 際宗 なる 迷信に 取りつ かれて しまった ので ありま 
す。 

個人 主较と 自由主義の 空氣の 中に 育った 一般 他 民族に 
取っては、日本の國防の絲嘏なる所以は、また切腹の止 
むに止まれぬ所以は、これを完全に認識することは闬難 
のやぅであり、否出來ないやぅであるが、自然科學の如 
きは 頭腦 さへ ょければ、 他阈の 硏究成 梁を 比較的 簡單に 
學んだり、利用し得る。そして理解の共通性は決して絡 
對的の もので なく， 人間の 個性 及び 環境に ょって 相對的 
に 異る のであります。 

從 って そこには 國境が 存在す るので あり、 國境の 有る 
無しを以て直ちに眞理と虛似とを諷別する莱準とするこ 
とは 出來 ない ので あゎます。 

理解の共通性の極めて乏しい眞理もあれぱ、また理解 
の 共通 性の 多い 虛僞も ある。 從って 假りに 科 平に 國埴な 
しとしても、それは科學の肢贲性を設拟立てるものでは 
ない のです。 

また 一方には 或る 國 家 乃至 民族から 發 生した 思想 や 學 




問が.その围家、その民族のもつ政治的 35 ヵにょつて他 
國家 乃至 他 民族に 押 付けられ、 饵 播し 、そこで 承認され 
る ことが # 際に 生ずる。 アダム •スミスの經濟學の如き 
は、英阈政府とユダャ金檷との合作にょつて歐洲をその 
金 橘 的 支配 下に おき* 英國政 府と 結託せ る, 1 ダャ 人が 印 
度 搾取の 先達に 立つ て英國 資本主義を 形成し、 ユグャ の 
思 ふ ± 、 に 制 簕した 將制を理論づけたに過ぎないことが 
見拔 けない と 騙されて しま ふ。 

吾人の 世界 觀が 始めから 超國家 的、 超 民族で なければ 
ならぬ とい ふ 主張は、 正しい 基準を 缺い てゐ る。 人間は 
先づ 世界的、 0 際 的 立場に 立つべき だとい ふ 態度は ュダ 
ャ 民族の 放浪 性が 哲畢に 導 人 させた ユダャ 的 世界 覜であ 
る。 世界 性阈際 性の 名 稱の 下に 自己に 最も 好都合な もの 
を相手が殆んど意諡せぬ中に押付けて來た旣存の英米ユ 
ダ ャ 圉際勢ヵに屈服するといふ政治的意味が隱されてゐ 
ることを宥破せねばならない。金本位制度の如きはそれ 
であります。 

ユグャ 民族が 自由に 搡縦 し、 事實ユ ダャ 人の 國家 たる 
英國は その 植民地を 攻略す ると 同時に. その 貨幣制度に 
結ぴっけ金融並に貿易機構を支配することにょり爲替貿 
易 及び 投資の 利潤を 獨 占した。 斯くて 金本位制を 基礎と 
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する磅スターリングを世界に普遍化し、遂に金本位制を 
世棵通貨制度と同意我ならしめ、これを世界經裔支配の 
基粋たらしめた。そして 5? 易に於ても自由貨易がその頭 
則形態たることを理論づけ、これ等の機構を全部ロンド 
ンに結 びっ けて 世界 植民地 搾取 組 培を 完成した ので あり 
ます。 スミス 及び リカ ード の經濟 學はこ れを 理論的に 體 
系 づけた に 外なら ない。 金本位制は 全世界の 金の 八 割以 
上を 奪っ た 英米ユ ダ ャ財闕 の 取っ た 政治 工作に 由來 する 
r とが 見拔 けぬ 限り 世界 經濟は 解らない のです。 

日本の 幣制、！ 一內 金融 柙構は 金本位 健全な りし 頃まで 
は金本位を通じ庹接世界經莳と有機的關聯を持ち、世界 
經脔の 覇檷を 握っ， てゐた 英米ユ ダ ャ金融 資本の 支配 下に 
あった。 世界の 诸氣 、不 景氣と 金融の 繁抟等 悉く 敏感に 
國内 經濟に 反影し， 自由主義 鋩 濟の特 K として 巨大なる 
ユダャ 國際 資本の 好餌であった のです。 

大東亜 戰爭の 勃發 はユダ ャ國際 资本の 魔 午を 叩き切る 
好機であった ので あり、 かくして r 圆 j の 束 亜 共 ^ 圈に 
於け る 指導 的 地位は 瘦得 された のであります。 

また先程申し仝した某敎授がドィッで會話の稽古のた 
め 或る ドィッ人の 女學 生を 招いた ところ、 初對 面に 「今 
年は 日本の 紀元では 何年です か」 と 聞かれた。 すると 常 
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に西歷で數へるやうに習慣づけられて來たものだから、 
思 ひ 出せず、 何んでも 西 磨に 六 百 六十を 加 へれば よいと 
いふことを思ひ出して、頭の中で計算してゐると彼女は 
日く 「もうよ ろしい。 日本の 歷史は 死んで ゐ る」. と 。こ 
れが 僅か 女學抆 の 一、 二年生の 言葉であります。 

我が 國 G 國民學 校、 中 學校の 阈史敎 科 書に 歐米ユ ダ ャ 
の歷史學者の铊系が受繼がれてゐたければ結_でありま 
す。 その 國史敎 科锥 を 通して 祖阚 愛を 高調せ しめる 一貫 
した 流れが 充分に 出て ゐま せう か。 ヒプ トラ ー總統 が ド 
ィッの 呼 史を 通して 祖國 愛を たぎら せた やうな 仕組が あ 
るで せう か。 單 なる 事 貢の 羅列では 际史は 生きて ゐな 

ドィッの 一 少女に 大の 男が 「日本の 膝 史は 死んで ゐる J 
と 言 はれる 程に 我々 は フリー •メー ソン 的學者 によ': て 
骨拔 4 U にされ たかと 思 ふと ユダヤ の 手口の 如何に 恐る ベ 
きであるかといふことが解りませう。 

吾々は古專記、日本軎紀を |3 む時日本人の血の通つた 
諛み方をしなけれぱならなぃ。字句の解釋卽ち訓話に終 
始した 死んだ 讀み 方で あつて はならない。 大和民族の 精 
神が 躍動せ る 姿を 捕へ ねばならない と 思 ふので あ o ま 
す。 
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第一 次 歐 洲大戰 に 於て ドイツは 武ヵ戰 で 勝つ てを りな 
がらユダヤの謀略に掛つて內部から崩坎した事實を身を 
以て 將 驗した ドイツ 民族は、 如何なる 困苦に 遭 ふと もこ 
の 戰 を 勝ち通す 決意で ゐます 。 

ドイツ 第三 帝國 の理淪 的 建設者の 一人で ぁる フ * 丨ダ 
丨は その 著 「民族的 社# 的 基礎に 立つ；！ 家」 の 中で 次の 
如く 申して ゐ ます。 

『ュダ ャ人 問題に 關する フリッチの 基本的 勞作 「惡神 
エホ パ」 や 「ユダヤ人 問題 ハンドブック」 を 知らぬ 
者、ローゼンべルクの著書「時代の變遽に於けるュ 
ダヤ 人の 足跡」 や 「タル ムー ドに 於け る 不道铋 J を 
知らぬ 者、 へ ンリー •フォ ードの 公表せ る r 阔際ユ 
グャ 人」 を 諛んで ゐない 者、 及びす ベての 非ュ グャ 
國 民 s ための 齊物 中の 畨物 たる 「シオンの 議定書」 
を讁んで、なほ悟らぬ者 I 吾人は か、 る漭 とかり 
そめにもユダヤ人問題を淪淺することを拒絕しなけ 
ればならない。併し*右に舉げた諸咨を硏究した後 
に、なほ敢へズユダャ人のため }1: 辯護の言をなす者 
は、 自分の 血管 S 中にユ ダャ 人の 血の 流れて ゐる者 
ガけでぁる。或は彼がユダャ人から 11: 接間筏茛牧 ^ 



れてゐ るか、 また 或 i 濟的に ユダヤ 人に 依存して 
ゐるか である 。 J 

ユダヤ課略の我がィンテリ植に參透してゐる程度は相 
當な ものであります。 「マルクスなん て 恐し いもので な 
V > J とか 「一度は マルクスの 思想を 通過し なければ 駄目 
だ」 とか 「大いに 戰時に は ユダヤ 文化を 取 入れるべき だ」 
とか 「自分の 自由主義の 畢說は 、今は 戰時 だから 駄目 だ 
か lii 後は この 通ゎなる から 今のぅ ちに 大いに： a 强 して 
おけ」 とか か i る 無 * 任な 言葉を 平然と 吐く ィンテリ、 
卽ち 英米の 第 六 列 部隊 的 存在が 今な ほ カム フラ ージ して 
時機を 狙つ てゐる 限り、 思想 戰の 前途 も 多難で ありま 
•す。 

我が 本土が 一大 要塞と 化」 てゐる 今日、 內に 潜む 英木 
ユダヤの 第 六 列 S 的 思想を 看破して •离邦 無比なる 皇 
國思想を以て、ユグヤの思想謀略に對し、俾統ある我が 
國を 思想 的 危機より 防ぐ ことこ そ、 戰 時下 日本的 敎養人 
が上陛下に對し奉る貴務でなければな0ません〇 
皇道 經濟 は， 天皇 奉仕の 經濟で あります C . 換言す xf 
臣民の 經濟 であり、 國 Is の f — す。 〈ヮィ 
攻 ^ の&殊 ^ 航艇の九軍神の捨身の抗神こそ皇道經濟の 
- ^8でなければなりません，物と金を乘0超ぇて、天皇. 

ユ V ヤ問 8を中心とゼる思想 [« 防 



£ 仕す—? 徹した 時？ そ SBS 米， 1 ダャと 
の 經濟戰 に 勝利を 得る 時で ありませ す。 死を 覺吾 して UP 
爾 として ハワイに 向け 出港した 九 軍神 も鈇 後の 國民も 等 
しく 有難 含 ® 下の 赤子では あ— せんか。 —命を 
降下から 御預り 致して をりながら 利潤が 少 いから 製造 亡 
ぬ閉 をす るとは、 それでも 陛下の 赤子と 言 はれませ 
ぅか。 皇道 經濟に 挑む ものは 内に 潜む 獅子 身中の 蟲 .冷 
力に して 打算的なる 和 面 摘 魂の ソ フィス ト經濟 畢徒 及び 
經濟人 共で ある こと ?: 瞬時 も 忘れて はなり ません 。忠 5 
なる 將士 の 背後ょ. 〇 弓を 引く ものは 斯かる 徒輩で ある。 
「討てょ 內な KM ダヤ S を」 と 叫んで 私 S 話を 終る こ 
と--! 致します。 (完) 



